
証券コード 7399
令和元年６月11日

　

株 主 各 位
　

東京都中央区日本橋人形町一丁目17番４号

代表取締役
社 長 齋 藤 邦 彦

　

第73回定時株主総会招集ご通知
　
拝啓 平素は格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。

さて、当社第73回定時株主総会を下記のとおり開催いたしますので、ご出席くださ
いますようご通知申し上げます。

なお、当日ご出席願えない場合は、書面によって議決権を行使することができます
ので、後記株主総会参考書類をご検討くださいまして、お手数ながら同封の議決権行
使書用紙に賛否をご表示いただき、令和元年６月26日（水曜日）午後５時20分までに
到着するようご返送くださいますようお願い申し上げます。

敬 具

記

1. 日 時 令和元年６月27日（木曜日）午前10時30分
2. 場 所 東京都中央区日本橋人形町一丁目１番17号

日本橋社会教育会館 ８階ホール

3. 目 的 事 項

報 告 事 項 1. 第73期（平成30年４月１日から平成31年３月31日まで）事業
報告、連結計算書類及び計算書類の内容報告の件

2. 第73期（平成30年４月１日から平成31年３月31日まで）会計
監査人及び監査等委員会の連結計算書類監査結果報告の件

決 議 事 項

第１号議案 剰余金の処分の件

第２号議案 取締役４名（監査等委員である取締役を除く。）選任の件
第３号議案 監査等委員である取締役３名選任の件

第４号議案 補欠の監査等委員である取締役１名選任の件

第５号議案 退任取締役に対する退職慰労金贈呈の件

第６号議案 役員賞与支給の件

以 上
〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰
1. 当日ご出席の際は、お手数ながら同封の議決権行使書用紙を会場受付にご提出く
ださいますようお願い申し上げます。

2. 株主総会参考書類、事業報告、連結計算書類及び計算書類に修正をすべき事情が
生じた場合は、インターネット上の当社ウェブサイト(https://www.nansin.co.jp/)
において、修正後の事項を掲載させていただきます。
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(添付書類）

事 業 報 告

（平成30年４月１日から
平成31年３月31日まで）

Ⅰ. 企業集団の現況に関する事項
1. 事業の経過及びその成果

当連結会計年度におけるわが国経済は、企業業績や雇用環境の改善が見られる

など緩やかな回復基調で推移したものの、貿易摩擦やその他地政学的リスクが世

界経済に与える影響や、主要国の先行きなどマクロ経済の不確実性、金融資本市

場の変動の影響により依然として不透明な状態が続いております。

当社グループが属する業界におきましても、主要な取引先である機械工具業界

や物流業界からの受注に波があり、人件費など固定費の高騰、物流コストの上昇

等により引続き厳しい経営環境が続いております。

こうした状況の下、当社グループは、海外生産拠点との一体運営の強化等によ

る更なる原価低減と新たな販路の開拓に努め、経営体質の充実強化に注力してま

いりました。

その結果、当連結会計年度の売上高は9,458,006千円（前年同期比0.9％減）、営

業利益は減収であったものの働き方改革の取り組み等により707,025千円（前年同

期比0.0％増）、役員退職慰労金支給規程の改正による退職慰労金額の算出金額上

限の変更等により、経常利益は852,258千円（前年同期比25.0%増）、親会社株主に

帰属する当期純利益は581,608千円（前年同期比23.7％増）となりました。

当期の業績は、大変厳しい経営環境の下、減収ながら増益の結果となりました。

つきましては、当期の配当は、普通配当10円を実施いたします。

今後も厳しい経営環境が続くものと思われますが、引続き精一杯努力してまい

る所存でございます。株主の皆様には、格別のご理解とご支援を賜りますようお

願い申し上げます。

当連結会計年度における事業の概況を、セグメント別に説明いたします。
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○日本

売上高は、8,818,567千円（前年同期比0.8％増）、セグメント利益（営業利

益）は、578,934千円（前年同期比27.4％増）となりました。

○マレーシア

売上高は、2,761,106千円（前年同期比16.1％増）、セグメント利益（営業利

益）は、リンギット高等があり30,896千円（前年同期比51.2%減）となりまし

た。

○中国

売上高は、2,150,839千円（前年同期比14.5％減）、セグメント利益（営業利

益）は、上半期人民元高等があり87,027千円（前年同期比49.5％減）となりま

した。

2. 設備投資等の状況

当期は、主にマレーシアにおいて、機械や金型の購入等を実施いたしました。

3. 資金調達の状況

該当する事項はありません。

4. 事業の譲渡、吸収分割または新設分割の状況

　 該当する事項はありません。

5. 他の会社の事業の譲受けの状況

　 該当する事項はありません。

6. 吸収合併または吸収分割による他の法人等の事業に関する権利義務の承継の状

況

　 該当する事項はありません。

7. 他の会社の株式その他の持分または新株予約権の取得または処分の状況

　 該当する事項はありません。
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8. 企業集団が対処すべき課題

わが国経済の見通しにつきましては、保護主義的な貿易政策に伴う米国・中国

経済等の減速懸念に加え、金利上昇・為替変動リスクや原油価格の動向など不透

明さを増していることもあり、予断を許さない状況にあります。

また、当社グループが属する業界においても、これに加え、需要構造の変化や

価格競争の更なる激化が予想され、今後とも厳しい経営環境が続くものと思われ

ます。

こうした認識の下、当社グループでは、海外売上の拡大など新たな販路の開拓

に注力すると共に、更なる原価の低減と新製品の開発により価格競争力を強化い

たします。また、為替変動への対応力を高め、グループ全体利益の最大化を図り

ます。

9. 財産及び損益の状況の推移
（単位：百万円）

期 別

区 分

第70期

（平成27年４月１日から
平成28年３月31日まで）

第71期

（平成28年４月１日から
平成29年３月31日まで）

第72期

（平成29年４月１日から
平成30年３月31日まで）

第73期（当期)

（平成30年４月１日から
平成31年３月31日まで）

売 上 高 9,366 8,853 9,543 9,458

経 常 利 益 985 1,119 681 852

親会社株主に帰属する当期純利益 817 802 470 581

１株当たり当期純利益 106円63銭 104円64銭 61円31銭 75円87銭

総 資 産 12,929 13,400 13,801 14,427

純 資 産 9,110 9,923 10,347 10,834
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10. 重要な親会社及び子会社の状況

(1) 重要な子会社の状況

会 社 名 資 本 金 議決権比率 主 要 な 事 業 内 容

NANSIN (MALAYSIA) SDN. BHD. 30百万
マレーシア
リンギッド

100.0
％

キャスターの製造・販売

南星物流器械（蘇州）有

限公司
2,100千米 ドル 100.0

キャスター、台車の製造・
販売

NSG GLOBAL LTD. 2英 ポンド 100.0 整理事業（不動産賃貸）

当社の連結子会社は上記に記載の３社であり、当連結会計年度の売上高は

9,458百万円（前年同期比0.9％減)、経常利益は852百万円（前年同期比25.0％

増)、親会社株主に帰属する当期純利益は581百万円(前年同期比23.7％増）であ

ります。

(2) その他

　 特記すべき事項はありません。

11. 主要な事業内容

当社グループは、キャスター、台車及びロールボックスパレット等の製造・販

売を主要な事業としております。

12. 主要な事業所及び工場

　 当社本社（東京都中央区）

　 国内販売拠点：名古屋支店（名古屋市中区)

　 大阪支店（大阪市東成区)

　 九州支店（福岡市博多区）

　 国内生産拠点：千葉ニュータウン工場（千葉県印西市）

　 海外生産・販売拠点：NANSIN (MALAYSIA) SDN. BHD. (マレーシア・ペナン）

　 南星物流器械（蘇州）有限公司（中国・蘇州）
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13. 企業集団の従業員の状況

区 分 従 業 員 数 前期末比増減

男 性 256
名

(増)15
名

女 性 224 (増)14

合 計 480 (増)29

(注) 上記従業員数には、嘱託（9名）及び準社員（225名）は含まれておりません。

14. 主要な借入先の状況

借 入 先 借 入 金 残 高

百万円

株 式 会 社 商 工 組 合 中 央 金 庫 250

株 式 会 社 三 菱 Ｕ Ｆ Ｊ 銀 行 150

株 式 会 社 み ず ほ 銀 行 100
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Ⅱ. 会社の株式に関する事項
1. 発行可能株式総数 29,200,000株

2. 発行済株式の総数 7,666,089株（自己株式 41,911株を除く。）

3. 株主数 764名

4. 大株主の状況

株 主 名 持 株 数 持株比率

千株 ％

齋 藤 信 房 963 12.56

齋 藤 光 代 580 7.56

株 式 会 社 光 通 信 502 6.54

齋 藤 邦 彦 423 5.52

BBH FOR FIDELITY PURITAN TR: FIDELITY SR INTRINSIC OPPORTUNITIES FUND 250 3.26

ＧＯＬＤＭＡＮ ＳＡＣＨＳ ＩＮＴＥＲＮＡＴＩＯＮＡＬ 246 3.21

株 式 会 社 商 工 組 合 中 央 金 庫 225 2.93

田 中 園 枝 216 2.82

齋 藤 彰 則 215 2.80

ＩＮＴＥＲＡＣＴＩＶＥ ＢＲＯＫＥＲＳ ＬＬＣ 196 2.55

(注) 持株比率は、自己株式（41,911株）を控除して計算しております。

5. その他株式に関する重要な事項

当社は、経営環境の変化に対応した機動的な資本政策を遂行し、資本効率の向

上を図るため、会社法第165条第3項の規定により読み替えて適用される同法第156

条の規定により、令和元年5月14日の取締役会決議に基づき、令和元年5月15日、

東京証券取引所の自己株式立会外買付取引（ToSTNeT-3）により、900,000株の自

己株式を総額495,000千円で取得いたしました。
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Ⅲ. 会社役員に関する事項
1. 取締役の氏名等

会社における地位 氏 名 担当及び重要な兼職の状況

代 表 取 締 役 会 長 齋 藤 信 房
NANSIN (MALAYSIA) SDN. BHD. 取締役会長
NSG GLOBAL LTD. 取締役社長

代表取締役副会長 齋 藤 彰 則 南星物流器械(蘇州)有限公司 取締役会長

代 表 取 締 役 社 長 齋 藤 邦 彦 管理本部長

専 務 取 締 役 山 本 貴 広

常 務 取 締 役 横 堀 剛 宏 生産本部長

常 務 取 締 役 大 園 岳 営業本部長

取締役（常勤監査等委員) 伊 藤 國 光

取締役（監査等委員) 上 田 恒 生 東京ベルト株式会社 代表取締役会長

取締役（監査等委員) 谷 眞 人 弁護士

(注) 1. 上田恒生及び谷 眞人の両氏は、社外取締役であります。
　 2. 当社は、情報収集その他監査の実効性を高め、監査・監督機能を強化するため、常勤の監査

等委員を選定しております。
　 3. 当社は、取締役上田恒生氏を東京証券取引所の定めに基づく独立役員として指定し、同証券

取引所に届け出ております。
　 4. 取締役上田恒生氏は、東京ベルト株式会社の代表取締役会長であります。当社と東京ベルト

株式会社との間には特別な関係はありません。
　 5. 当社は、社外取締役全員との間で、会社法第427条第１項の規定に基づき、会社法第423条第

1項の責任につき、善意でかつ重大な過失がない時は、同法第425条第1項に定める最低責任限
度額を限度とする責任限定契約を締結しております。
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2. 取締役の報酬等の額

取締役（監査等委員を除く） 6名 151,030千円

取締役（監査等委員） 3名 12,800千円(うち社外取締役 2名 4,600千円）

報酬等の額には、本総会にて決議予定の役員賞与21,000千円（取締役（監査等

委員を除く）19,000千円、取締役（監査等委員）2,000千円）が含まれておりま

す。

取締役（監査等委員を除く）の支給額には、使用人兼務取締役の使用人分給与

は含まれておりません。

3. 社外役員に関する事項

区 分 氏 名 主 な 活 動 状 況

取 締 役
（監査等委員）

上 田 恒 生 当事業年度に開催された取締役会15回のうち
14回に出席し、また監査等委員会16回のうち14
回にそれぞれ出席し、企業経営者としての経験
と見識に基づき、適宜発言を行っております。

取 締 役
（監査等委員）

谷 眞 人 当事業年度に開催された取締役会15回のうち
12回に出席し、また監査等委員会16回のうち13
回にそれぞれ出席し、弁護士としての専門的見
地から、適宜発言を行っております。
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Ⅳ. 会計監査人の状況
1. 会計監査人の名称

　 東陽監査法人

　

2. 当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額

(1) 当社の会計監査人としての報酬等の額 23,000千円

(2) 当社及び当社子会社が支払うべき金銭その他の

財産上の利益の合計額 23,000千円

(注) 1. 当社監査等委員会は、会計監査人による当事業年度の監査計画の内容や、会計監査の職
務遂行状況及び報酬見積もりの算出根拠等が適切であるかどうかについて、前年度の報酬
実績等との比較検討を行うなど必要な検証を行ったうえで、会計監査人の報酬等の額につ
いて、会社法第399条第１項の同意を行っております。
2. 当社と会計監査人との間の監査契約において、会社法に基づく監査と金融商品取引法に
基づく監査の監査報酬の額を区分しておらず、実質的にも区分できないため、上記金額は
これらの合計額で記載しております。

　
3. 非監査業務の内容

　 該当事項はありません。
　
4. 子会社の監査に関する事項

当社の海外子会社は、当社の会計監査人以外の監査法人による監査を受けてお
ります。

　
5. 会計監査人の解任または不再任の決定の方針

当社監査等委員会は、会計監査人が会社法第340条第１項各号に定める項目に該
当すると認められる場合のほか、原則として会計監査人の独立性が保てなくなっ
た場合（監査法人における指定社員の交代が適正な期間でなされない場合を含
む）、その他監査業務の適正を確保するための体制を維持できなくなっていると判
断する場合には、監査等委員全員の同意に基づき、株主総会に提出する会計監査
人の解任または不再任に関する議案の内容を決定いたします。
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Ⅴ. 会社の体制及び方針
1. 業務の適正を確保するための体制

当社は、平成29年６月29日開催の取締役会において、監査等委員会設置会社移

行を踏まえ、会社法及び会社法施行規則に基づき、「内部統制システムの基本方

針」の改定を決議いたしました。

その内容は、以下の通りであります。

(1) 取締役及び使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するた

めの体制その他当社及びその子会社から成る企業集団（以下「当社グループ」

という）の業務の適正を確保するための体制

①当社グループの取締役及び使用人は、経営理念・行動規範並びにコンプラ

イアンス規程等に基づき、適正な職務執行に努めなければならない。

②当社の監査等委員会は、監査等委員会規程等に基づく独立した立場から、

内部統制システムの構築や運用状況を含め、当社グループの取締役や使用人

の職務執行の適正性について監査する。

③当社の内部監査室は、監査等委員会や国内外の会計監査人と連携しながら、

当社グループの取締役や使用人の職務執行の適正性について監査する。

④当社は、法令違反その他コンプライアンスに係る問題を早期に発見し是正

するため、対象範囲をグループ全体とする内部通報制度を設ける。社員等は、

かかる問題を発見した時は、常勤監査等委員又は顧問弁護士等に通報しなけ

ればならない。会社は、通報内容を守秘し、通報者に対して不利益な取扱い

をしてはならない。

⑤当社は、反社会的勢力排除に向けた基本方針を定め、反社会的勢力との関

係遮断や不当要求拒絶のための体制を整備する。

⑥当社は、金融商品取引法における財務報告の信頼性を確保するため、内部

統制委員会の承認の下、内部統制システムが有効に機能することを継続的に

評価し、必要な是正措置を講じる。

(2) 取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制

①取締役の職務の執行に係る情報は、法令や文書管理規程等に基づき、保存

媒体に応じ適切かつ確実に記録・保存・管理を行う。取締役及び監査等委員

は、適宜、これらの情報を閲覧・複写できる。

②情報の保存及び管理については、別途、情報セキュリティに係るガイドラ

インや個人情報取扱規程・インサイダー取引防止規程等を定め、情報管理の

徹底を図る。

(3) 当社グループの損失の危険の管理に関する規程その他の体制

①当社は、企業活動に係る様々なリスクに対処するため、平時においては、

内部監査室がリスクの指摘や軽減に取組み、有事においては、社長を本部長
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とする緊急対策本部が有事対応マニュアルに従い対応する。

②当社は、グループ各社の相互連携の下、当社グループ全体のリスク管理を

行う。

(4) 当社グループの取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するため

の体制

①当社は、取締役会を当社グループの経営戦略や業務執行等に係る最高意思

決定機関と位置付け、取締役会規程に基づき原則毎月開催するとともに、業

務の執行状況を監督する。必要に応じて適宜、臨時取締役会や各種委員会等

を開催する。

②当社グループは、年度予算と将来の経営環境を踏まえた中期経営計画を立

案し、その達成に向けた具体案を実行する。当社は、当社グループ全体の目

標を管理し、業務執行を監督する。グループ各社は、相互連携の下、それぞ

れの業務の効率性と有効性を追求する。

③当社グループは、組織規程・業務分掌規程・職務権限規程等を定め、責任

の所在を明確にし、公正で効率的な執行手続を確保する。また、当社におい

ては、執行役員制度を導入し、効率的な業務執行を図る。

(5) 当社グループにおける業務の適正を確保するための体制

①当社は、関係会社管理規程を定め、子会社の承認事項や報告事項等を規定

する。これに基づき、子会社は、業務執行状況の定期的報告や重要事項に係

る事前協議・決議申請を行う。

②当社は、子会社担当取締役・常勤監査等委員及び内部監査室が中心となっ

て、国内外の会計監査人と連携しながら、定期的に子会社の業務執行を監査

する。また、子会社の取締役等は、当社で開催する各種会議に出席し、経営

課題の報告を通して方針の徹底を図る。

(6) 監査等委員会の職務を補助すべき使用人に関する事項、当該使用人の取締役

からの独立性に関する事項、監査等委員会の当該使用人に対する指示の実効

性の確保に関する事項

①当社は、監査等委員会がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた

場合は、監査補助業務を行う使用人を置く。その人事等については、取締役

と監査等委員会が協議して決定する。

②上記の使用人は、当該業務を優先し、取締役等上長からの指揮・命令系統

から分離独立する。

(7) 取締役及び使用人が監査等委員会に報告するための体制、子会社の取締役及

び使用人又はこれらの者から報告を受けた者が監査等委員会に報告するため

の体制、上記報告をした者が当該報告をしたことを理由として不利益な取扱

いを受けないことを確保するための体制

①当社グループの取締役及び使用人等は、業務の執行状況について適宜、ま
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た、会社に著しい損害を及ぼす恐れのある事実を発見した時は直ちに、監査

等委員会に報告する。監査等委員会は、取締役又は使用人等に対して、必要

に応じ説明を求めることができる。

②当社グループは、上記報告に関して、グループの取締役及び使用人等に対

し当該報告を行ったことを理由として不利益な取扱いをすることを禁止し、

その旨を周知徹底する。

(8) 監査等委員会の職務の執行について生じる費用の前払い又は償還の手続きそ

の他の当該職務の執行について生じる費用又は債務の処理に係る方針に関す

る事項

当社は、監査等委員会の職務の執行について生じる費用に関して、速やかに

支払処理を行う。

(9) その他監査等委員会の監査が実効的に行われることを確保するための体制

①監査等委員は、取締役会など重要な会議に出席するとともに、適宜、業務

執行に関する文書等情報を閲覧・複写できる。また、監査等委員会は、必要

に応じて、外部専門家（弁護士・公認会計士等）を活用し助言を受けること

ができる。

②監査等委員会は、代表取締役・内部監査室及び国内外の会計監査人と定期

的に面談し、意思疎通と相互連携を図るため、意見交換を行う。

2. 業務の適正を確保するための体制の運用状況

当社グループにおいて当連結会計年度に実施した、業務の適正を確保するため

の体制の運用状況の概要は以下の通りであります。

(1) 内部統制システム全般

当社及びグループ各社の内部統制システム全般の整備・運用状況を当社の

内部監査室がモニタリングし、改善を進めております。

(2) コンプライアンス

・当社グループは、「法令順守（コンプライアンス）規程」を制定し、役員社

員等がそれぞれの立場でコンプライアンスを自らの問題としてとらえ業務運

営にあたるよう、研修等を通じて指導しております。

・当社グループは、内部通報制度を設け、役員及び社員等が社内外において

コンプライアンス違反が行われ、または行われようとしていることに気がつ

いたときは、常勤監査等委員又は顧問弁護士等に通報（匿名も可）しなけれ

ばならないと定めています。この場合、会社は、通報内容を守秘し、通報者

に対して不利益な扱いを行わないこととしております。

(3) リスク管理体制

・内部監査室は、各部門のリスクの洗い出しを行い、リスクの指摘、改善等
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の軽減に取り組んでいます。内部監査室は、年間の監査計画に基づき当社各

部門・各支店及び海外子会社について、内部監査を実施しました。実施した

内部監査の結果について、社長を長とし取締役及び常勤監査等委員が出席す

る「内部統制委員会」に報告しております。

・当社は、緊急時におけるコンティンジェンシープランを作成している他、

危機発生時には社長を本部長とする対策本部を設け、危機管理にあたること

としております。

・情報セキュリティについては、個人情報管理も含めて情報の適切な保存・

管理に向けた各種社内規程を整備しています。またコンピュータ管理につい

ても、不適切な情報管理及び機密情報流出の未然防止に向けた取組みを行っ

ております。

(4) 監査等委員会の監査体制

・常勤監査等委員は、取締役会の他、重要な意思決定の過程及び業務の執行

状況を把握するため、生販会議などの重要な会議に出席するとともに、主要

な稟議書その他業務執行に関する重要な文書を閲覧し、必要に応じて取締役

又は使用人に説明を求めております。

・監査等委員会の職務を補助する専任の使用人は設置しておりませんが、国

内支店や海外子会社の監査等の際に、補助すべき使用人を指名して補助の任

にあたらせております。

・また、監査等委員会は、会計監査人ならびに内部監査人と定期的に会合し、

情報の交換を行うなど連携を図っております。

3. 株式会社の支配に関する基本方針

当社では、会社の財務及び事業の方針の決定を支配する者のあり方に関する基

本方針については、特に定めておりません。

4. 剰余金の配当等の決定に関する方針

当社は、株主の皆様への利益還元を経営の重要政策の一つと認識しております。

すなわち、財務体質及び経営基盤強化のため内部留保の充実に努めるとともに、

配当性向の維持向上を総合的に勘案し利益配分を決定する方針をとっております。

　

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

　 本事業報告中の記載金額は、表示単位未満を切り捨てて表示しております。
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連 結 貸 借 対 照 表
(平成31年３月31日現在)

(単位：千円)

科 目 金 額 科 目 金 額

資 産 の 部 負 債 の 部

〔流 動 資 産〕 〔9,333,556〕〔流 動 負 債〕 〔2,267,935〕

現 金 及 び 預 金 3,548,872
支 払 手 形 及 び
買 掛 金

1,165,594

受 取 手 形 及 び
売 掛 金

2,833,642 短 期 借 入 金 500,000

商 品 及 び 製 品 1,590,161 リ ー ス 債 務 7,445

仕 掛 品 415,504 未 払 法 人 税 等 153,197

原材料及び貯蔵品 779,899 賞 与 引 当 金 65,175

そ の 他 165,742 役員賞与引当金 21,000

貸 倒 引 当 金 △266 そ の 他 355,522

〔固 定 資 産〕 〔5,093,640〕〔固 定 負 債〕 〔1,324,419〕

（有 形 固 定 資 産 ) (4,239,997) リ ー ス 債 務 23,118

建 物 及 び 構 築 物 1,687,358 繰 延 税 金 負 債 105,656

機 械 装 置 及 び
運 搬 具

191,731 役員退職慰労引当金 542,110

土 地 2,129,279 リース契約補償損失引当金 136,924

リ ー ス 資 産 30,537 事業整理損失引当金 135,679

建 設 仮 勘 定 57,707 退職給付に係る負債 340,167

そ の 他 143,383 資 産 除 去 債 務 14,060

（無 形 固 定 資 産 ) (145,418) そ の 他 26,703

借 地 権 47,212 負 債 合 計 3,592,354

ソ フ ト ウ ェ ア 11,485 純 資 産 の 部

ソフトウエア仮勘定 61,510 〔株 主 資 本〕 〔10,975,854〕

そ の 他 25,210 （資 本 金） (1,696,500)

（投資その他の資産) (708,224) （資 本 剰 余 金） (1,542,759)

投 資 有 価 証 券 332,480 （利 益 剰 余 金） (7,748,969)

投 資 不 動 産 67,772 （自 己 株 式） (△12,374)

繰 延 税 金 資 産 24,136 〔その他の包括利益累計額〕 〔△141,012〕

そ の 他 285,597 （繰延ヘッジ損益) (5,095)

貸 倒 引 当 金 △1,762 （その他有価証券評価差額金) (105,499)

（為替換算調整勘定) (△251,607)

純 資 産 合 計 10,834,842

資 産 合 計 14,427,196 負債及び純資産合計 14,427,196

― 15 ―

定時株主総会招集通知 （宝印刷） 2019年05月28日 16時42分 $FOLDER; 15ページ （Tess 1.50(64) 20181220_01）



連 結 損 益 計 算 書

（自：平成30年４月１日
至：平成31年３月31日）

(単位：千円)

科 目 金 額

売 上 高 9,458,006

売 上 原 価 6,846,352

売 上 総 利 益 2,611,653

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 1,904,628

営 業 利 益 707,025

営 業 外 収 益

受 取 利 息 及 び 配 当 金 16,871

受 取 賃 貸 料 40,556

為 替 差 益 1,918

物 品 売 却 益 27,513

リース契約補償損失引当金戻入額 9,704

役 員 退 職 慰 労 金 戻 入 52,457

保 険 返 戻 金 7,635

そ の 他 23,106 179,763

営 業 外 費 用

支 払 利 息 949

賃 貸 収 入 原 価 9,716

売 上 割 引 16,772

そ の 他 7,091 34,530

経 常 利 益 852,258

特 別 利 益

固 定 資 産 売 却 益 300 300

特 別 損 失

固 定 資 産 除 売 却 損 339 339

税 金 等 調 整 前 当 期 純 利 益 852,218

法人税、住民税及び事業税 225,673

法 人 税 等 調 整 額 44,936 270,610

当 期 純 利 益 581,608

親会社株主に帰属する当期純利益 581,608
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連結株主資本等変動計算書

（自：平成30年４月１日
至：平成31年３月31日）

(単位：千円)

株 主 資 本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当 期 首 残 高 1,696,500 1,542,759 7,244,022 △12,373 10,470,907

連結会計年度中の変動額

剰 余 金 の 配 当 △76,660 △76,660

親会社株主に帰属
す る 当 期 純 利 益

581,608 581,608

自 己 株 式 の 取 得 △1 △1

株主資本以外の項目の連結
会計年度中の変動額(純額)

連 結 会 計 年 度 中 の
変 動 額 合 計

- - 504,947 △1 504,946

当 期 末 残 高 1,696,500 1,542,759 7,748,969 △12,374 10,975,854

(単位：千円)

そ の 他 の 包 括 利 益 累 計 額
純資産合計繰延ヘッジ

損益
その他有価証
券評価差額金

為替換算調整勘定 その他の包括利益累計額合計

当 期 首 残 高 - 122,287 △245,639 △123,351 10,347,556

連結会計年度中の変動額

剰 余 金 の 配 当 △76,660

親会社株主に帰属
す る 当 期 純 利 益

581,608

自 己 株 式 の 取 得 △1

株主資本以外の項目の連結
会計年度中の変動額(純額)

5,095 △16,787 △5,967 △17,660 △17,660

連 結 会 計 年 度 中 の
変 動 額 合 計

5,095 △16,787 △5,967 △17,660 487,286

当 期 末 残 高 5,095 105,499 △251,607 △141,012 10,834,842
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【連結注記表】

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

(連結計算書類作成のための基本となる重要な事項）

1. 連結の範囲に関する事項

　 連結子会社の数…………３社

　 NANSIN (MALAYSIA) SDN.BHD.

　 南星物流器械（蘇州）有限公司

　 NSG GLOBAL LTD.

2. 持分法の適用に関する事項

関連会社及び非連結子会社はありません。

3. 連結子会社の事業年度等に関する事項

連結子会社のうち、南星物流器械（蘇州）有限公司の決算日は、12月31日であ

ります。その他の連結子会社は、連結会計年度と同一であります。

4. 会計方針に関する事項

(1) 重要な資産の評価基準及び評価方法

① 有価証券の評価基準及び評価方法

　 その他有価証券

時価のあるもの…………………………決算期末日の市場価格等に基づく時

価法

(評価差額は全部純資産直入法によ

り、売却原価は移動平均法により算

定)

時価のないもの…………………………移動平均法による原価法

② デリバティブの評価基準及び評価方法…時価法

③ たな卸資産の評価基準及び評価方法……主として総平均法による原価法(収益

性の低下による簿価切下げの方法)
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(2) 重要な減価償却資産の減価償却の方法

　

有形固定資産(リース資産を除く)…………定額法

なお、主な耐用年数は、以下のと

おりであります。

建物及び構築物 15～50年
機械装置及び運搬具 ３～15年

無形固定資産(リース資産を除く)…………定額法

リース資産

　 所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産

　 リース期間を耐用年数として、残存価額をゼロとして算出する定額法によ

っております。

投 資 不 動 産………………………………定額法

なお、主な耐用年数は、15～37年

であります。

(3) 重要な引当金の計上基準

① 貸倒引当金

債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率法に

より、貸倒懸念債権については財務内容評価法によって計上しております。

② 賞与引当金

従業員の賞与の支給に備えるため、支給見込額のうち当連結会計年度に対応

する金額を計上しております。

③ 役員賞与引当金

役員に対して支給する賞与に充てるため、当連結会計年度に見合う支給見込

額に基づき計上しております。

④ 役員退職慰労引当金

役員の退職慰労金の支出に備えるため、役員退職慰労金規程に基づく当連結

会計年度末要支給額を計上しております。

⑤ リース契約補償損失引当金

連結子会社のNSG GLOBAL LTD.の英国での不動産リース債務（契約期限令和2

年12月31日）について、英国の不動産需給状況を勘案して、リース資産の転貸

等による適切な収入を得られない場合の当社グループが負担する損失に備え、

当連結会計年度末におけるオペレーティングリース債務残高に対し必要額を計

上しております。
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⑥ 事業整理損失引当金

連結子会社NSG GLOBAL LTD.の整理に伴う損失に備えるため、当社グループが

負担することとなる損失見込額を計上しております。

(4) 重要なヘッジ会計の方法

① ヘッジ会計の方法

原則として繰延ヘッジ処理によっております。なお、為替予約については、

振当処理の要件を満たしている場合には振当処理によっております。

② ヘッジ手段とヘッジ対象

　 ヘッジ手段…為替予約

　 ヘッジ対象…外貨建債務及び外貨建予定取引

③ ヘッジ方針

デリバティブ取引に関する社内管理規定に基づき、為替相場変動リスクを

ヘッジしております。

④ ヘッジ有効性評価の方法

外貨建予定取引に係る為替予約については、予定取引の主要な取引条件の

予測可能性及びその実行可能性を検討し、有効性評価を行っております。た

だし、振当処理によっている外貨建債務に係る為替予約取引については、有

効性の評価を省略しております。

(5) 退職給付に係る会計処理の方法

当社は、退職給付に係る負債及び退職給付費用の計算に、退職給付に係る期

末自己都合要支給額を退職給付債務とする方法を用いた簡便法を適用しており

ます。

(6) 消費税等の会計処理

　 税抜方式によっております。

5. 表示方法の変更に関する注記

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準28号 平成30年2月16

日）を当連結事業年度より適用し、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示

し、繰延税金負債は固定負債の区分に表示する方法に変更しております。

6. 会計上の見積りの変更

当社は、当連結会計年度において昨今の経済情勢等を踏まえ、役員退職慰労金規程

の見直しを行いました。この結果、当連結会計年度の営業利益は72,503千円、経常利

益は124,960千円それぞれ増加しております。
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（連結貸借対照表に関する注記)

1. 担保資産

　 担保に供している資産

建 物 1,277,952千円

土 地 1,859,860千円

投資不動産 67,772千円

　 上記に対応する債務

短期借入金 500,000千円

2. 固定資産の減価償却累計額

有形固定資産 4,272,471千円

投資不動産 73,166千円

（連結株主資本等変動計算書に関する注記)

1. 当連結会計年度末の発行済株式の種類及び総数

　 普通株式 7,708,000株

2. 配当に関する事項

(1) 当連結会計年度中に行った剰余金の配当に関する事項

　 平成30年６月28日開催の株主総会において、決議しております。

　 配当金の総額 76,660千円

　 配当金の原資 利益剰余金

　 １株当たり配当額 10円

　 基準日 平成30年３月31日

　 効力発生日 平成30年６月29日

(2) 当連結会計年度の末日後に行う剰余金の配当に関する事項

　 令和元年６月27日開催の株主総会において、付議する予定であります。

　 配当金の総額 76,660千円

　 配当金の原資 利益剰余金

　 １株当たり配当額 10円

　 基準日 平成31年３月31日

　 効力発生日 令和元年６月28日

3. 当連結会計年度末の新株予約権

　 該当事項はありません。
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（金融商品に関する注記)

1.金融商品の状況に関する事項

当社グループは、資金運用については短期的な預金等に限定し、銀行等金融機関

からの借入により資金を調達しております。

受取手形及び売掛金に係る顧客の信用リスクは、与信管理規程に沿ってリスク低

減を図っております。また、投資有価証券は主として株式であり、上場株式につい

ては四半期ごとに時価の把握を行っております。

借入金の使途は主に運転資金であります。

2.金融商品の時価等に関する事項

平成31年３月31日(当期の連結決算日)における連結貸借対照表計上額、時価及び

これらの差額については、次のとおりであります。

　 (単位：千円)

連結貸借対照表
計上額

時価 差額

(1)現金及び預金 3,548,872 3,548,872 ―

(2)受取手形及び売掛金 2,833,642 2,833,642 ―

(3)投資有価証券 ―

その他有価証券 235,580 235,580 ―

(4)支払手形及び買掛金 (1,165,594) (1,165,594) ―

(5)短期借入金 (500,000) (500,000) ―

(6)未払法人税等 (153,197) (153,197) ―

(7)リース債務 (30,563) (30,563) ―

(*) 負債に計上されているものについては、（ ）で示しております。

― 22 ―

定時株主総会招集通知 （宝印刷） 2019年05月28日 16時42分 $FOLDER; 22ページ （Tess 1.50(64) 20181220_01）



(注)1.金融商品の時価の算定方法並びに有価証券に関する事項
(1)現金及び預金、(2)受取手形及び売掛金
これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によ
っております。
(3)投資有価証券
これらの時価について、株式は取引所の価格によっております。
(4)支払手形及び買掛金、(5)短期借入金、並びに(6)未払法人税等
これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によ
っております。
(7)リース債務
リース債務の時価については、支払利子込法により算定していることから、当該帳簿価額によ
っております。

(注)2.非上場株式は市場価格がなく、かつ将来キャッシュ・フローを見積ることなどができず、時価
を把握することが極めて困難と認められるため、「(3)投資有価証券 その他有価証券」には含
めておりません。

（賃貸等不動産に関する注記)

1.賃貸等不動産の状況に関する事項

当社グループは、東京都及び大阪府に賃貸用の不動産(土地を含む)を有しており

ます。なお、大阪府に有する不動産に関しては、当社が一部使用しております。

2.賃貸等不動産の時価に関する事項

（単位：千円）

連結貸借対照表計上額 時 価

118,907 690,345

(注)1. 連結貸借対照表計上額は、取得原価から減価償却累計額を控除した金額であります。
　 なお、大阪府に有する不動産の賃貸部分の簿価を含みます。
(注)2. 当連結会計年度末の時価は、「不動産鑑定評価基準」に基づく金額であります。

（１株当たり情報に関する注記)

1. １株当たり純資産額 1,413円35銭

2. １株当たり当期純利益 75円87銭
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（重要な後発事象に関する注記)

当社は、令和元年5月14日に開催いたしました取締役会において、会社法第165条第

３項の規定により読み替えて適用される同法第156条の規定に基づき自己株式を取得す

ることを決議しました。

1.自己株式の取得理由

経営環境の変化に対応した機動的な資本政策を遂行し、資本効率の向上を図るため、

自己株式の取得を行うものであります。

2.取得の内容

(1)取得する株式の種類 当社普通株式

(2)取得する株式の総数 909,100株（上限）

(3)株式の取得価格の総額 500,005,000円（上限）

(4)取得期間 令和元年５月15日

(5)取得方法 東京証券取引所の自己株式立会外買付（ToSTNet-3）に

よる買付

なお、当該決議に基づき、令和元年５月15日に普通株式900,000株を495,000,000円

で取得いたしました。

（その他の注記）

該当事項はありません。
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連結計算書類に係る会計監査人の監査報告書 謄本

独立監査人の監査報告書

令和元年５月16日

株式会社 ナ ン シ ン
取 締 役 会 御 中

東 陽 監 査 法 人

指 定 社 員
業務執行社員

公認会計士 本 橋 隆 夫 ㊞

指 定 社 員
業務執行社員

公認会計士 辻 村 茂 樹 ㊞

当監査法人は、会社法第444条第４項の規定に基づき、株式会社ナンシンの平成30年
４月１日から平成31年３月31日までの連結会計年度の連結計算書類、すなわち、連結
貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計算書及び連結注記表について監
査を行った。

連結計算書類に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準

拠して連結計算書類を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬に
よる重要な虚偽表示のない連結計算書類を作成し適正に表示するために経営者が必要
と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場から連結

計算書類に対する意見を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に
公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準は、当監査法
人に連結計算書類に重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得るため
に、監査計画を策定し、これに基づき監査を実施することを求めている。

監査においては、連結計算書類の金額及び開示について監査証拠を入手するための
手続が実施される。監査手続は、当監査法人の判断により、不正又は誤謬による連結
計算書類の重要な虚偽表示のリスクの評価に基づいて選択及び適用される。監査の目
的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、当監査法人は、
リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、連結計
算書類の作成と適正な表示に関連する内部統制を検討する。また、監査には、経営者
が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた見積りの評価も
含め全体としての連結計算書類の表示を検討することが含まれる。

当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断し
ている。

監査意見
当監査法人は、上記の連結計算書類が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る企業会計の基準に準拠して、株式会社ナンシン及び連結子会社からなる企業集団の
当該連結計算書類に係る期間の財産及び損益の状況をすべての重要な点において適正
に表示しているものと認める。

利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載す

べき利害関係はない。
以 上
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貸 借 対 照 表
(平成31年3月31日現在)

(単位：千円)

科 目 金 額 科 目 金 額
資 産 の 部 負 債 の 部
〔流 動 資 産〕 〔7,302,404〕〔流 動 負 債〕 〔1,718,594〕

現 金 及 び 預 金 2,877,932 支 払 手 形 420,756
受 取 手 形 749,934 買 掛 金 340,964
電 子 記 録 債 権 397,889 短 期 借 入 金 500,000
売 掛 金 1,520,491 リ ー ス 債 務 7,445
商 品 及 び 製 品 1,263,049 未 払 金 69,501
仕 掛 品 197,308 未 払 法 人 税 等 125,970
原材料及び貯蔵品 263,065 未 払 消 費 税 等 27,217
前 払 費 用 18,402 未 払 費 用 45,494
未 収 入 金 8,212 前 受 金 454
そ の 他 6,385 預 り 金 25,013
貸 倒 引 当 金 △266 賞 与 引 当 金 65,175

〔固 定 資 産〕 〔6,058,917〕 役 員 賞 与 引 当 金 21,000
（有形固定資産) (3,579,510) そ の 他 69,601
建 物 1,322,823 〔固 定 負 債〕 〔1,266,763〕
構 築 物 29,833 リ ー ス 債 務 23,118
機 械 及 び 装 置 33,723 繰 延 税 金 負 債 48,000
車 両 運 搬 具 4,378 資 産 除 去 債 務 14,060
工具、器具及び備品 28,935 長 期 預 り 保 証 金 20,460
土 地 2,129,279 退 職 給 付 引 当 金 340,167
リ ー ス 資 産 30,537 役員退職慰労引当金 542,110

（無 形 固 定 資 産 ) (97,195) 債務保証損失引当金当金 136,924

ソ フ ト ウ エ ア 10,474 関係会社整理損失引当金 135,679

ソフトウェア仮勘定 61,510 そ の 他 6,243
そ の 他 25,210 負 債 合 計 2,985,358

（投資その他の資産) (2,382,211) 純 資 産 の 部
投 資 有 価 証 券 332,480 〔株 主 資 本〕 〔10,265,369〕
関 係 会 社 株 式 1,478,093 （資 本 金) （1,696,500）
関係会社出資金 222,100 （資 本 剰 余 金) （1,542,759）
破産更生債権等 1,762 資 本 準 備 金 1,516,000
会 員 権 32,990 その他資本剰余金 26,759
保 険 積 立 金 212,638 （利 益 剰 余 金) （7,038,484）
投 資 不 動 産 67,772 利 益 準 備 金 104,145
そ の 他 36,134 その他利益剰余金 6,934,339
貸 倒 引 当 金 △1,762 別 途 積 立 金 269,000

圧 縮 積 立 金 750,031
　 繰越利益剰余金 5,915,307
（自 己 株 式） （△12,374）
〔評価・換算差額等〕 〔110,594〕
（繰延ヘッジ損益） （5,095）
（その他有価証券評価差額金） （105,499）
純 資 産 合 計 10,375,963

資 産 合 計 13,361,322 負債及び純資産合計 13,361,322
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損 益 計 算 書

（自：平成30年４月１日
至：平成31年３月31日）

(単位：千円)

科 目 金 額

売 上 高 8,818,567
売 上 原 価 6,580,870

売 上 総 利 益 2,237,696
販売費及び一般管理費 1,658,762

営 業 利 益 578,934
営 業 外 収 益

受 取 利 息 379
受 取 配 当 金 49,017
受 取 賃 貸 料 40,556
物 品 売 却 益 2,514
為 替 差 益 10,993
役 員 退 職 慰 労 金 戻 入 52,457
保 険 返 戻 金 7,635
債務保証損失引当金戻入益 9,645
そ の 他 17,078 190,277

営 業 外 費 用

支 払 利 息 949

売 上 割 引 16,772

賃 貸 収 入 原 価 9,716

そ の 他 3,318 30,757

経 常 利 益 738,454

特 別 利 益

固 定 資 産 売 却 益 372 372

特 別 損 失

固 定 資 産 除 却 損 77 77

税 引 前 当 期 純 利 益 738,749

法人税、住民税及び事業税 184,809
法 人 税 等 調 整 額 43,961 228,770

当 期 純 利 益 509,979
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株主資本等変動計算書

（自：平成30年４月１日
至：平成31年３月31日）

(単位：千円)

項 目

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

資 本
準備金

その他
資 本
剰余金

利 益
準備金

その他利益剰余金

別 途
積立金

圧 縮
積立金

繰越利益
剰 余 金

当 期 首 残 高 1,696,500 1,516,000 26,759 104,145 269,000 750,031 5,481,989

事業年度中の変動額

剰 余 金 の 配 当 △76,660

当 期 純 利 益 509,979

自 己 株 式 の 取 得

株主資本以外の項目の事
業年度中の変動額(純額)

事業年度中の変動額合計 - - - - - - 433,319

当 期 末 残 高 1,696,500 1,516,000 26,759 104,145 269,000 750,031 5,915,307

(単位：千円)

項 目

株主資本 評価・換算差額等

純資産合計
自己株式

株主資本
合 計

繰延ヘッ
ジ損益

その他有
価証券評
価差額金

評価・換算
差額等合計

当 期 首 残 高 △12,373 9,832,052 - 122,287 122,287 9,954,339

事業年度中の変動額

剰 余 金 の 配 当 △76,660 △76,660

当 期 純 利 益 509,979 509,979

自 己 株 式 の 取 得 △1 △1 △1

株主資本以外の項目の事
業年度中の変動額(純額)

5,095 △16,787 △11,692 △11,692

事業年度中の変動額合計 △1 433,317 5,095 △16,787 △11,692 421,624

当 期 末 残 高 △12,374 10,265,369 5,095 105,499 110,594 10,375,963
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【個別注記表】

1. 継続企業の前提に関する注記

該当事項はありません。

2. 重要な会計方針に係わる事項に関する注記

(1) 有価証券の評価基準及び評価方法

子会社株式及び関連会社株式……………移動平均法による原価法

　 その他有価証券

時価のあるもの…………………………決算日の市場価格等に基づく時価法

（評価差額は全部純資産直入法により

処理し、売却原価は移動平均法により

算定）

時価のないもの…………………………移動平均法による原価法

(2） デリバティブの評価基準及び評価方法……時価法

(3） たな卸資産の評価基準及び評価方法………総平均法による原価法（収益性の低下

による簿価切下げの方法）

(4) 固定資産の減価償却の方法

有形固定資産(リース資産を除く）… 定額法

なお、主な耐用年数は以下のとおり

であります。

建物 15～45年

機械及び装置 ７～12年

工具、器具及び備品 ２～20年

無形固定資産(リース資産を除く） … 定額法

なお、自社利用のソフトウェアにつ

いては、社内における利用可能期間

（５年）に基づく定額法を採用してお

ります。

リース資産 …………………………… 所有権移転外ファイナンス・リース取

引に係るリース資産

リース期間を耐用年数とし、残存価

額をゼロとして算定する定額法によっ

ております。
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投資不動産 ……………………………定額法

なお、主な耐用年数は、15～37年であ

ります。

(5) 引当金の計上基準

　 貸倒引当金

債権の貸倒による損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率法によ

り、貸倒懸念債権等については財務内容評価法によって計上しております。

　 賞与引当金

従業員の賞与の支給に備えるため、支給見込額のうち当事業年度に対応する

金額を計上しております。

役員賞与引当金

役員に対して支給する賞与に充てるため、当事業年度に見合う支給見込額に

基づき計上しております。

　 退職給付引当金

従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における自己都合による期末

要支給額を計上しております。

　 役員退職慰労引当金

役員の退職慰労金の支出に備えるため、役員退職慰労金規程に基づく期末要

支給額を計上しております。

　 債務保証損失引当金

子会社NSG GLOBAL LTD.に対する英国の不動産リース債務（保証期限令和２

年12月31日）に対する債務保証について、英国の不動産需給状況を勘案して、

リース資産の転貸等による適切な収入を得られない場合の当社が負担する損失

に備え、当期末における債務保証残高に対し必要額を計上しております。

関係会社整理損失引当金

子会社NSG GLOBAL LTD.の整理に伴う損失に備えるため、当社が負担するこ

ととなる損失見込額を計上しております。

(6)重要なヘッジ会計の方法

①ヘッジ会計の方法

原則として繰延ヘッジ処理によっております。なお、為替予約については、

振当処理の要件を満たしている場合には振当処理によっております。

②ヘッジ手段とヘッジ対象

ヘッジ手段…為替予約

ヘッジ対象…外貨建債務及び外貨建予定取引

③ヘッジ方針

デリバティブ取引に関する社内管理規定に基づき、為替相場変動リスクを
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ヘッジしております。

④ヘッジ有効性評価の方法

外貨建予定取引に係る為替予約については、予定取引の主要な取引条件の

予測可能性及びその実行可能性を検討し、有効性評価を行っております。た

だし、振当処理によっている外貨建債務に係る為替予約取引については、有

効性の評価を省略しております。

(7) 消費税等の会計処理

　 税抜方式によっております。

3. 表示方法の変更に関する注記

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準28号 平成30年２月

16日）を当事業年度より適用し、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、

繰延税金負債は固定負債の区分に表示する方法に変更しております。

4. 会計上の見積りの変更

当社は、当事業年度において昨今の経済情勢等を踏まえ、役員退職慰労金規程の

見直しを行いました。この結果、当事業年度の営業利益は72,503千円、経常利益は

124,960千円それぞれ増加しております。

5. 貸借対照表に関する注記

(1) 関係会社に対する金銭債権・債務

短期金銭債権 11,983千円

短期金銭債務 117,801千円

(2) 固定資産の減価償却累計額

有形固定資産 2,579,378千円

投 資 不 動 産 73,166千円

(3) 担保に供している資産

建 物 1,277,952千円

土 地 1,859,860千円

投資不動産 67,772千円

計 3,205,586千円

　 上記に対応する債務

短期借入金 500,000千円
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(4) 保証債務

リース債務に対する債務保証 NSG GLOBAL LTD.
239,233千円

(1,650千ポンド)

借入金に対する債務保証
南星物流器械

(蘇州)有限公司

13,376千円

(811,662千元)

債務保証損失引当金 △136,924千円

計 115,685千円

6. 損益計算書に関する注記

関係会社との取引高

売 上 高 19,829千円

仕 入 高 3,998,214千円

営業取引以外の取引高 46,843千円

7. 株主資本等変動計算書に関する注記

　 （1）当事業年度の末日における発行済株式の数

　 普通株式 7,708,000株

　 （2）自己株式の種類及び株式数に関する事項

株式の種類 当事業年度期首 当期増加株式数 当期減少株式数 当事業年度末

普通株式(株) 41,909 2 ― 41,911

8. 税効果会計に関する注記

繰延税金資産及び繰延税金負債の主な原因別内訳

(繰延税金資産）

貸 倒 引 当 金 621千円

退 職 給 付 引 当 金 104,159千円

賞 与 引 当 金 22,896千円

未 払 事 業 税 9,078千円

役 員 退 職 慰 労 引 当 金 165,994千円

債 務 保 証 損 失 引 当 金 41,926千円

関 係 会 社 整 理 損 失 引 当 金 41,545千円

そ の 他 26,267千円

　 小 計 412,489千円

評 価 性 引 当 額 △25,952千円

　 合 計 386,536千円
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(繰延税金負債）

圧 縮 積 立 金 387,284千円

その他有価証券評価差額金 45,003千円

繰 延 ヘ ッ ジ 損 益 2,248千円

　 合 計 434,536千円

繰 延 税 金 負 債 の 純 額 48,000千円

9. 関連当事者との取引に関する注記

　 子会社及び関連会社等

属性
会社等の

名称

議決権等
の所有
(被所有)
割合

関連当事者
との関係

取引の内容 金額 科目 期末残高

子会社
NSG GLOBAL

LTD.
直接 100％

役員の兼任

不動産関連

業務の委託

債務保証

(注１)
136,924千円

― ―

― ―

子会社

南星物流器

械(蘇州)有

限公司

直接 100％
役員の兼任

商品の仕入

債務保証

(注２)
13,376千円

― ―

― ―

取引条件及び取引条件の決定方針等
（注１） リース債務（936千ポンド）に対する保証をしております。
（注２） 銀行借入（811千元）に対する保証をしております。

　

10. １株当たり情報に関する注記

１株当たり純資産額 1,353円49銭

１株当たり当期純利益 66円52銭

11. 重要な後発事象に関する注記

当社は、令和元年5月14日に開催いたしました取締役会において、会社法第165条３

項の規定により読み替えて適用される同法第156条の規定に基づき自己株式を取得する

ことを決議しました。

(自己株式の取得理由)

経営環境の変化に対応した機動的な資本政策を遂行し、資本効率の向上を図るため、

自己株式の取得を行うものであります。

(取得の内容)

(1)取得する株式の種類 当社普通株式

― 33 ―

定時株主総会招集通知 （宝印刷） 2019年05月28日 16時42分 $FOLDER; 33ページ （Tess 1.50(64) 20181220_01）



(2)取得する株式の総数 909,100株（上限）

(3)株式の取得価格の総額 500,005,000円（上限）

(4)取得期間 令和元年５月15日

(5)取得方法 東京証券取引所の自己株式立会外買付（ToSTNet-3）に

よる買付

なお、当該決議に基づき、令和元年５月15日に普通株式900,000株を495,000,000円

で取得いたしました。
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会計監査人の監査報告書 謄本

独立監査人の監査報告書
令和元年５月16日

株式会社 ナ ン シ ン
取 締 役 会 御 中

東 陽 監 査 法 人

指 定 社 員
業務執行社員

公認会計士 本 橋 隆 夫 ㊞

指 定 社 員
業務執行社員

公認会計士 辻 村 茂 樹 ㊞

当監査法人は、会社法第436条第２項第１号の規定に基づき、株式会社ナンシンの平
成30年４月１日から平成31年３月31日までの第73期事業年度の計算書類、すなわち、
貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表並びにその附属明細
書について監査を行った。

計算書類等に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準

拠して計算書類及びその附属明細書を作成し適正に表示することにある。これには、
不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない計算書類及びその附属明細書を作成し適正
に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれ
る。

監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場から計算

書類及びその附属明細書に対する意見を表明することにある。当監査法人は、我が国
において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基
準は、当監査法人に計算書類及びその附属明細書に重要な虚偽表示がないかどうかに
ついて合理的な保証を得るために、監査計画を策定し、これに基づき監査を実施する
ことを求めている。

監査においては、計算書類及びその附属明細書の金額及び開示について監査証拠を
入手するための手続が実施される。監査手続は、当監査法人の判断により、不正又は
誤謬による計算書類及びその附属明細書の重要な虚偽表示のリスクの評価に基づいて
選択及び適用される。監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するための
ものではないが、当監査法人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監
査手続を立案するために、計算書類及びその附属明細書の作成と適正な表示に関連す
る内部統制を検討する。また、監査には、経営者が採用した会計方針及びその適用方
法並びに経営者によって行われた見積りの評価も含め全体としての計算書類及びその
附属明細書の表示を検討することが含まれる。

当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断し
ている。

監査意見
当監査法人は、上記の計算書類及びその附属明細書が、我が国において一般に公正

妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、当該計算書類及びその附属明細書に係
る期間の財産及び損益の状況をすべての重要な点において適正に表示しているものと
認める。

利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載す

べき利害関係はない。
以 上
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監査等委員会の監査報告書 謄本

監 査 報 告 書

当監査等委員会は、平成30年４月１日から平成31年３月31日までの第73期事業
年度における取締役の職務の執行について監査いたしました。その方法及び結果
につき以下のとおり報告いたします。

1. 監査の方法及びその内容
　 監査等委員会は、会社法第399条の13第１項第１号ロ及びハに掲げる事項に
関する取締役会決議の内容並びに当該決議に基づき整備されている体制（内
部統制システム）について取締役及び使用人等からその構築及び運用の状況
について定期的に報告を受け、必要に応じて説明を求め、意見を表明すると
ともに、下記の方法で監査を実施しました。
① 監査等委員会が定めた監査の方針、職務の分担等に従い、会社の内部統

制部門と連携の上、重要な会議に出席し、取締役及び使用人等からその
職務の執行に関する事項の報告を受け、必要に応じて説明を求め、重要
な決裁書類等を閲覧し、本社及び主要な事業所において業務及び財産の
状況を調査しました。また、子会社については、子会社の取締役等と意
思疎通及び情報の交換を図り、必要に応じて子会社から事業の報告を受
けました。

② 会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施しているか
を監視及び検証するとともに、会計監査人からその職務の執行状況につ
いて報告を受け、必要に応じて説明を求めました。また、会計監査人か
ら「職務の遂行が適正に行われることを確保するための体制」（会社計算
規則第131条各号に掲げる事項）を「監査に関する品質管理基準」（平成
17年10月28日企業会計審議会）等に従って整備している旨の通知を受け、
必要に応じて説明を求めました。

以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告及びその附属明細書、計算
書類（貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表）及びそ
の附属明細書並びに連結計算書類（連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主
資本等変動計算書及び連結注記表）について検討いたしました。
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2. 監査の結果
(1) 事業報告等の監査結果
① 事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況を正

しく示しているものと認めます。
② 取締役の職務の執行に関する不正の行為又は法令若しくは定款に違反す

る重大な事実は認められません。
③ 内部統制システムに関する取締役会の決議の内容は相当であると認めま

す。また、当該内部統制システムに関する事業報告の記載内容及び取締
役の職務の執行についても、指摘すべき事項は認められません。

(2) 計算書類及びその附属明細書の監査結果
会計監査人東陽監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。

(3) 連結計算書類の監査結果
会計監査人東陽監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。

令和元年５月22日
株式会社ナンシン 監査等委員会

常勤監査等委員 伊 藤 國 光 ㊞

監 査 等 委 員 上 田 恒 生 ㊞

監 査 等 委 員 谷 眞 人 ㊞

（注）監査等委員上田恒生及び谷 眞人は、会社法第２条第15号及び第331条第
６項に規定する社外取締役であります。

以 上
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株主総会参考書類

議案及び参考事項

第１号議案 剰余金の処分の件

当期の期末配当につきましては、株主の皆様のご支援にお応えするため、下

記のとおりといたしたいと存じます。

期末配当に関する事項

(1) 配当財産の種類

　 金銭といたします。

(2) 株主に対する配当財産の割当てに関する事項及びその総額

　 当社普通株式１株につき金10円

　 総額 76,660,890円

(3) 剰余金の配当が効力を生じる日

　 令和元年６月28日
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第２号議案 取締役４名（監査等委員である取締役を除く。）選任の件

本総会終結の時をもって取締役（監査等委員である取締役を除く。）全員（６

名）は、任期満了となりますので、取締役４名（監査等委員である取締役を除

く。）の選任をお願いいたしたいと存じます。

なお、本議案については、監査等委員会から全ての取締役候補者について適

任である旨の意見を得ております。

取締役（監査等委員である取締役を除く。）候補者は、次のとおりでありま

す。

候補者
番 号

氏 名
(生 年 月 日)

略歴、地位、担当及び
重要な兼職の状況

所有する当社
株 式 数

会社との
特別の
利害関係

１
齋
さい

藤
とう

邦
くに

彦
ひこ

(昭和50年11月21日生)

平成10年４月 グリコ協同乳業㈱

（現江崎グリコ㈱）

入社

423,500株 なし

平成19年１月 当社入社

平成20年４月 当社営業推進部長

平成20年７月 当社執行役員営業推

進部長

平成21年６月 当社取締役営業本部

営業推進部長

平成23年６月 当社取締役生産本部

長兼営業本部営業推

進部長

平成24年４月 当社常務取締役生産

本部長

平成25年６月 当社常務取締役

平成29年４月 当社常務取締役管理

本部長

平成29年６月 当社代表取締役専務

管理本部長

平成30年４月 当社代表取締役社長

管理本部長(現任)
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候補者
番 号

氏 名
(生 年 月 日)

略歴、地位、担当及び
重要な兼職の状況

所有する当社
株 式 数

会社との
特別の
利害関係

２
山
やま

本
もと

貴
たか

広
ひろ

(昭和44年９月17日生)

平成４年９月 当社入社

10,000株 なし

平成15年４月 当社営業部次長

平成17年４月 当社営業企画開発部長

平成17年７月 当社執行役員営業企

画開発部長

平成23年６月 当社取締役営業本部

第三営業部長（国際

事業統括）

平成25年３月 当社取締役営業本部長

平成29年６月 当社常務取締役営業

本部長

平成30年６月 当社専務取締役(現任)

３
横
よこ

堀
ぼり

剛
たか

宏
ひろ

(昭和42年１月20日生)

平成元年４月 当社入社

4,500株 なし

平成16年４月 当社生産本部技術部長

平成17年７月 当社執行役員生産本

部技術部長

平成25年７月 当社執行役員生産本

部生産副本部長兼技

術部長

平成29年６月 当社取締役生産本部長

平成30年６月 当社常務取締役生産

本部長(現任)

４
大
おお

園
その

岳
たかし

(昭和49年６月27日生)

平成９年12月 当社入社

1,000株 なし

平成27年４月 当社営業本部本社営

業部次長

平成28年４月 当社営業本部本社営

業部長

平成29年６月 当社取締役本社営業

部長

平成30年６月 当社常務取締役営業

本部長(現任)
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第３号議案 監査等委員である取締役３名選任の件

本総会終結の時をもって監査等委員である取締役全員（３名）は、任期満了

となりますので、監査等委員である取締役３名の選任をお願いいたしたいと存

じます。

なお、本議案に関しましてはあらかじめ監査等委員会の同意を得ております。

監査等委員である取締役の候補者は、次のとおりであります。
　

候補者
番 号

氏 名
(生 年 月 日)

略歴、地位、担当及び
重要な兼職の状況

所有する当社
株 式 数

会社との
特別の
利害関係

１ 伊
い

藤
とう

國
くに

光
みつ

(昭和28年４月２日生)

平成21年11月 ㈱東京穀物商品取引

所執行役員

1,000株 なし

平成25年９月 当社入社

平成27年12月 当社内部監査室顧問

平成28年６月 当社常勤監査役

平成29年６月 当社取締役(常勤監

査等委員)(現任)

２
新任

髙
たか

橋
はし

正
まさ

利
とし

(昭和31年９月10日生)

平成18年４月 野村證券㈱執行役

―株 なし

平成26年４月 ㈱デリス建築研究所

顧問

平成28年７月 東海東京フィナンシ

ャル･ホールディン

グス㈱ＣＥＯ付顧問

３ 谷
たに

眞
まさ

人
と

(昭和34年８月８日生)

平成２年４月 東京弁護士会に登録

9,000株 なし

平成２年４月 平山法律事務所

平成６年１月 谷法律事務所

平成８年３月 日比谷見附法律事務

所（現任）

平成10年６月 当社監査役

平成29年６月 当社取締役(監査等

委員)(現任)

(注) 1. 髙橋正利及び谷 眞人の両氏は、監査等委員である社外取締役候補者であります。
2. 監査等委員である社外取締役候補者とした理由
　 髙橋正利氏は、主に金融機関における豊富な経験と専門的な知識を有しており、経営全般

の監視と有効な助言を期待し、監査等委員である社外取締役として選任をお願いするもの
であります。

　 また、谷 眞人氏は、法律の専門家としての豊富な経験と高い見識を当社の監査・監督に
活かしていただくため、監査等委員である社外取締役として選任をお願いするものであり
ます。

　 また、谷 眞人氏が職務を適切に遂行することができるものと判断した理由は、前述の実
務経験を有することなどを総合的に勘案したためであります。
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　 なお、同氏の当社監査等委員である社外取締役就任期間は、本定時株主総会終結の時をも
って2年であります。

3. 当社は、現在社外取締役である谷 眞人氏との間で、会社法第427条第1項の規定に基づき、
会社法第423条第1項の損害賠償責任について、会社法第425条第1項に定める最低責任限度
額を限度とする責任限定契約を締結しておりますが、同氏の選任が承認された場合は、当
該責任限定契約を継続し、髙橋正利氏の選任が承認された場合は、同様の責任限定契約を
締結する予定です。

第４号議案 補欠の監査等委員である取締役１名選任の件

監査等委員である取締役が法令に定める員数を欠くことになる場合に備え、

あらかじめ補欠の監査等委員である取締役１名の選任をお願いいたしたいと存

じます。

なお、本選任の効力につきましては、就任前に限り、当社の取締役会の決議

によりその選任を取り消すことができるものとさせていただきます。

また、本議案に関しましては、あらかじめ監査等委員会の同意を得ておりま

す。

補欠の監査等委員である取締役の候補者は、次のとおりであります。

氏 名
(生 年 月 日)

略歴、地位、担当及び
重要な兼職の状況

所有する当社
株 式 数

会社との
特別の
利害関係

千
ち

倉
くら

成
せい

示
じ

(昭和42年６月15日生)

平成３年４月 清水建設㈱入社

―株 な し
平成８年８月 ㈱千倉書房入社

平成16年６月 ㈱千倉書房代表取締役社長

（現任）

(注) 1. 千倉成示氏は、補欠の監査等委員である取締役候補者（社外取締役）であります。
2. 千倉成示氏を補欠の監査等委員である取締役候補者（社外取締役）とした理由は、企業の

代表取締役社長としての長年にわたる企業経営経験と、中小企業の社長が５千社程度加盟
している全国規模の経営者交流会の会長を２期務めるなど経営に関する幅広い見識を当社
のコーポレートガバナンスに活かしていただくためであります。

3. 千倉成示氏が監査等委員である取締役に就任した場合、当社定款に基づき、当社との間で
法令に定める額を限度として損害賠償責任を限定する責任限定契約を締結する予定であり
ます。
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第５号議案 退任取締役に対する退職慰労金贈呈の件

取締役齋藤信房、齋藤彰則の両氏は、本総会終結の時をもって任期満了によ

り退任されますので、それぞれの在任中の功労に報いるため、当社における一

定の基準に従い、相当額の範囲内で退職慰労金を贈呈することとし、その具体

的金額、贈呈の時期、方法等は取締役会にご一任願いたいと存じます。

退任取締役の略歴は次のとおりであります。

氏 名 　 略 歴

齋
さい

藤
とう

信
のぶ

房
ふさ 平成３年６月 当社代表取締役社長

平成24年４月 当社代表取締役会長(現任)

齋
さい

藤
とう

彰
あき

則
のり 平成24年４月 当社代表取締役社長

平成30年４月 当社代表取締役副会長(現任)

第６号議案 役員賞与支給の件

当期の業績等を勘案して、当期末時点の取締役６名（監査等委員である取締役

を除く。）及び監査等委員である取締役３名（うち社外取締役２名）に対し、役員

賞与総額2,100万円（取締役（監査等委員である取締役を除く。）分1,900万円、監

査等委員である取締役分200万円（うち社外取締役分100万円））を支給いたしたい

と存じます。

なお、各取締役に対する支給金額は、取締役（監査等委員である取締役を除

く。）については取締役会の決議に、監査等委員である取締役については監査等委

員である取締役の協議にご一任願いたいと存じます。

以 上
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小網神社

日本橋社会教育会館

東京メトロ 日比谷線
都営 浅草線

人形町局

バス
人形町駅

P

A5

A6

〒

A2

8

6 5

7

A1

A4

東京メトロ 半蔵門線

新大橋通り
バス

水天宮前 水天宮前 至 新大橋

至
茅場町

甘酒横丁

人形町

水天宮前

人
形
町
通
り

首
都
高
速

▲

日本橋小学校等複合施設
地下2階・8階・9階

株主総会会場ご案内図

会場：東京都中央区日本橋人形町一丁目１番17号

　 日本橋社会教育会館 ８階ホール

　 電話番号 03（3669）2102

　

交通のご案内
地下鉄 ●人形町 徒歩約４分 都営浅草線(A6)・東京メトロ日比谷線(A2)

　 ●水天宮前 徒歩約５分 東京メトロ半蔵門線(８番出口)

都バス ●水天宮前 徒歩約５分

江戸バス(コミュニティバス) ●人形町駅 徒歩約２分
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